
1995年 出土の木簡

福
島
。大
猿
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
島
県
い
わ
き
市
四
倉
町
中
島
字
大
猿
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
四
月
―
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
調
査
主
体
　
福
島
県
教
育
委
員
会

調
査
機
関
　
ｍ
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
⑪
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー

（遺
跡
調
査
課
）

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

（須
恵
器
窯
跡
。
自
然
流
路
跡
を
含
む
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
エハ
世
紀
後
半
―
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
猿
田
遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
四
倉
駅
の
北
西
約
四
血
の
地
点
に
位
置
し

て
い
る
。
遺
跡
は
、
仁
井
田
川

の
支
流
で
南
流
す
る
中
島
川
が

開
析
し
た
谷
の
開
口
部
か
ら
人

Ｏ
Ｏ
ｍ
奥
に
あ
り
、
標
高
二
七

―
四
六
ｍ
間
の
谷
部
低
地
か
ら

丘
陵
部
斜
面
に
か
け
、
東
西
約

一
五
〇
ｍ
。
南
北
約
二
五
〇
ｍ

平

の
範
囲
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ

の
付
近
は
旧
磐
城
郡
の
北
半
に

あ
た
り
、
約
九
ｋｍ
南
方
に
磐
城
郡
衛
に
比
定
さ
れ
て
い
る
根
岸
遺
跡
が
あ
る
。

調
査
は
、
常
磐
自
動
車
道
い
わ
き
中
央
―
い
わ
き
四
倉
間
の
建
設
に
先
立
ち
、

一
九
九
三
年
度
に
試
掘
調
査
、　
一
九
九
二
年
度
か
ら
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い

ＺＯ
。一

九
九
六
年
七
月
現
在
、
竪
穴
住
居
三
二
軒
、
掘
立
柱
建
物
人
棟
、
須
恵
器

窯
二
基
、
木
炭
窯
三
基
、
粘
土
採
掘
坑

一
六
基
、
自
然
流
路
を
含
む
溝
二
〇
条

な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
大
略
六
世
紀
後
半
―
九
世
紀
に
営
ま

れ
て
い
る
が
、
古
墳
時
代
に
属
す
る
の
は
竪
穴
住
居
四
軒
程
度
で
、
多
く
は
奈

良

・
平
安
時
代
の
遺
構
と
認
定
さ
れ
る
。
特
に
竪
穴
住
居

一
二
軒
と
掘
立
柱
建

物
七
棟
が
検
出
さ
れ
た
中
島
川
西
側
の
調
査
区
西
端
で
は
、　
一
部
若
千
の
重
複

が
あ
る
も
の
の
、
北
側
に
竪
穴
住
居
群
が
、
南
側
に
掘
立
柱
建
物
群
が
集
中
し

て
分
布
す
る
傾
向
に
あ
る
。

遺
物
は
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
約

一
一
〇
箱
出
土
し
て
い
る
。
大
半
は
土
師

器

。
須
恵
器
で
あ
る
が
、
こ
の
他
灰
釉
陶
器

・
彩
釉
陶
器

（二
彩
？
じ
・
木
製
品

（曲
物
・
底
板
・
杭
・
板
な
ど
▼

円
面
硯

・
転
用
硯

・
羽
口

・
椀
型
津
を
含
む

鉄
淳

・
帯
金
具

（丸
輛
）
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
土
師
器

・
須
恵
器
類

に
は

「玉
造
」
「代
」
「
田
条
」
な
ど
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ

る
。
後
述
す
る
木
簡
を
も
含
め
て
こ
れ
ら
遺
物
の
様
相
は
、
官
衛
に
密
接
に
関

連
す
る
遺
跡
の
性
格
を
推
測
さ
せ
る
。

木
簡
は
、　
一
九
九
二
年
度
に
実
施
し
た
第

一
次
調
査
に
お
い
て
、
中
島
川
西

側
で
検
出
さ
れ
た
流
路
跡
の
検
出
面
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
流
路
の
年
代
は
調



査
中
で
あ
り
断
定
は
で
き
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
奈
良

・
平
安
時
代
に
は
流

れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「判
祀
十
六

。
「
「^
―
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
ｏじ
×
含
じ
×
∞　
ｏ盟

現
状
で
は
半
我
さ
れ
て
お
り
、
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
。

「判
祀
」
は
、
い
わ
き
市
平
山
崎
字
小
茶
円
所
在
の
小
茶
円
遺
跡
か
ら

一
九

九
二
年
に
出
土
し
た
木
簡
と
の
関
連
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
木
簡
に
は
、

。
「判
□
郷
戸
主
生
部
子
継
正
税
　
　
　
　
　
　
」

（削
消
）

。
「
『状
羽
元ヽ
ヰ
九ヽ
胡
』
　

大
同
元
年
十
月
三
日
」
　

　

　

］Ｎ粟
８
益

Φ盟

と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
誌

一
五
号
掲
載
時
に
は

「判
□
郷
」
と
し
た
が
、
今
回

二
点
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
□
部
分
は
と
も
に

「祀
」
と
解
読
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
本
木
簡
の

「判
祀
」
は
、
郷
の
表
記
は
な
い
も
の
の
、
判
祀
郷
の
略

と
判
断
で
き
よ
う
。
そ
の
郷
名
の
訓
み
は
、
例
え
ば
大
東
急
記
念
文
庫
本

『和

名
類
衆
抄
』
に
淡
路
国
三
原
郡
の
幡
多
郷
の
場
合

「波
多
」
余

夕
）、
遠
江
国

長
下
郡
幡
多
郷
の
場
合

「判
多
」
余

夕
）
と
し
て
い
る
こ
と
を
参
照
す
れ
ば
、

「判
祀
」
は

〃
ハ
シ
〃
と
な
ろ
う
。
「判
祀
」
（

シ
）
郷
は

『和
名
類
衆
抄
』

の
磐
城
郡
の
郷
名
と
し
て
は
み
え
な
い
。

本
木
簡
を
復
原
的
に
み
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

判
部
火
郷
Ｘ
合
▼
下
六

（人
）
（柾
哲
卦

（五以
一

少
丁
は
、
大
宝
令

一
七
歳
以
上
二
〇
歳
以
下
の
男
子
の
称
で
あ
る
。
令
文
で

は
、
正
丁

（二
一
歳
―
六
〇
歳
）
の
四
分
の

一
の
調
負
担
と
さ
れ
た
。

本
木
簡
は
、
半
我
さ
れ
て
い
る
う
え
、
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
こ
と
か
ら
確

定
的
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
何
ら
か
の
税
負
担
に
関
す
る
文
書

木
簡
と
考
え
ら
れ
、
磐
城
郡
内
の
判
祀
郷
の
割
り
当
て
人
数

一
六
人
、
そ
の
内

訳
が
正
丁

（
一
五
人
）
と
少
丁

一
人
と
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

小
茶
円
遺
跡
で
史
料
上
初
見
と
な
っ
た

「判
祀
郷
」
で
あ
る
が
、
同
郡
内
の

地
点
を
異
に
す
る
大
猿
田
遺
跡
か
ら
同

一
郷
名
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
き
わ

め
て
興
味
深
い
。
今
後
、
周
辺
調
査
に
よ
っ
て
、
本
木
簡
と
官
衛
施
設
と
の
関

連
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

ま
た

一
九
九
六
年
度
に
な
っ
て
、
本
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
の
と
同
じ
流
路
跡

空目



1995年 出上の木簡

か
ら
、
「玉
造
」
と
墨
書
さ
れ
た
須
恵
器
杯
が
出
土
し
た
。
「玉
造
」
は
、
『和

名
類
衆
抄
』
に
よ
れ
ば
磐
城
郡
の
郷
名
に
あ
り
、
中
島
川
の
本
流
で
あ
る
仁
井

田
川
の
別
称
の

一
つ
に
玉
造
川
の
呼
称
が
あ
る
こ
と
や
、
遺
跡
の
西
側
に
隣
接

す
る
地
域
に
玉
山
の
地
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
付
近
の
郷
名
を
示
す
墨

書
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「判
祀
」
郷
の
地
の
比
定
と
併
せ
、
さ
ら
に
遺
跡
の
性

格
の
究
明
も
含
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

９
　
関
係
文
献

福
島
県
教
育
委
員
会

・
ｍ
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー

『常
磐
自
動
車
道
遺
跡
調

査
報
告
６
』
（
一
九
九
六
年
）

（大
越
道
正
・
平
川
　
南
）

『荒
田
目
条
里
遺
跡
木
簡
調
査
略
報

木
簡
が
語
る
古
代
の
い
わ
き
』
の
刊
行

福
島
県
い
わ
き
市
の
荒
田
目
条
里
遺
跡
は
古
代
磐
城
郡
の
郡
家
跡
に
比

定
さ
れ
る
根
岸
遺
跡
や
そ
の
附
属
寺
院
と
考
え
ら
れ
る
夏
井
廃
寺
、
廷
喜

式
内
社
の
大
国
魂
神
社
に
近
接
し
て
所
在
す
る
遺
跡
で
あ
る
。　
一
九
九
三

年
の
調
査
に
よ
っ
て
、
古
代
の
河
川
跡
か
ら
大
量
の
祭
祀
遺
物
と
と
も
に

木
簡
三
人
点

で
つ
ち
墨
痕
の
あ
る
も
の
一一一一一百
一
が
出
上
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
本
誌
第

一
七
号
に
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回

木
簡
を
中
心
と
し
た
調
査
略
報
が
刊
行
さ
れ
た
。
内
容
と
し
て
は
宛
先
の

異
な
る
三
点
の
郡
符
木
簡
、
種
漑
の
付
札
と
み
ら
れ
る
木
簡
な
ど
が
注
目

さ
れ
る
。

い
わ
き
市
教
育
委
員
会
編
集

・
発
行
　
　
　
　
一
九
九
六
年
三
月
刊

本
文
三
四
買
、
Ａ
４
判
、
　

頒
価

一
〇
〇
〇
円
、
送
料

一
冊
二
五
〇
円

問
い
合
わ
せ
　
側
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団

〒
九
七
〇

い
わ
き
市
中
央
台
県
立
い
わ
き
公
園
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
二
四
六
十
二
九
―
〇
三
九

一




